
2 4.治山計画における危険度判定技術

1. 試験担当者

北海道支埸縁営部治山研究室長 遠藤泰造はか

2. 試験目的

道内国有炼の治山事業の効果的投野を計るため作州！形,地賛.降雨策の分布,退去および現在 

の荒廃情況,林況•気象などの諸耍Sと山地砌との衆的関係を統計的忙解析し,治山計面のさ 

いの流域別の使先度判定の方法を確立する。

3(昭和4 4年度の経過とえられた結果

t山崩れの発生誘因のなかで,もっとも作用度の強い雨氷因子と山崩れの発生との関係を・欲的な 

面から考察した。その結果,a )山崩れを起す南强の分布は平方根正規型の分夫をする。

b )山崩れ,がけ烟れ,土砂崩れの発生件数の9 5务は,日雨策が2 〇布以上の時に起きてい 

る。c )山崩れなどの発生は,そのほとんどが雨の日かまたはその直後作起きている。などを 

確あできた。

2.山崩れの1つの因子である土壇の深さについて,その分将を検肘した。

4.昭和4 5年度の試験叶画

1. 既存の資料を用いて,危険鹰判定技術の方法について検討する。

2. 道内各局の治山計画の実態辭査を行ない,現行の予防保全の計面を把握する。

2 5.ポット造林技術

L試験担当者

本堵造林部造林第一研究室

北海道支蜀造林部造林をー硏究室

〃 〃士しょう研究室

森 徳典ほか

菊(0信吾

真田 勝

2.試験目的

国有林に於ては,4 〇年度よりポッ 卜育苗,钵付苗造林を事業灾^のかたわら試験的にとりあ

げてぎており,一部では夹甲化試験を行なって送次鹿樂化を検討中の段附である。そこでこihら 

ポット造林行おけるnw点の解明を行ない,各地域の条件は透したポブト育苗,鉢付苗梏林方法 

を究明する。

3昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇 本 埸

実施絳過

1. スギ,ヒノキをブラスチックポアトに直播きし,試験用苗木の瑶成

2. 季節的植栽就験のため,上记響苗苗木を一部林地H植裁

結 果

直播苗を眷苗する場合,符苗率を商めるためには,無苗ポフトが出ないよう若干頓稲量を多 

め也するとともに,兩滴,水分管理忙充分注意を払う必要がある〇

直播苗はその性質上,小苗造林となるため,林床植生繁茂の若しし、ようなところでは不適当 

である〇苗木の生畏は導通の推苗法にくらべてやや劣るようである。また,苗木が不揃になり 

やすい加向も若干みられた。

0膈道支場

4 5年度は旭川,帯広各営林局寿内の造林址の実慫典秀を実擒したその結果では,活着状況 

については良好であったが,生長関係では期待された程の結果ではなく育苗又は植栽における 

幾つかの問題点をみいだすこととなりa a弟度はそれらの剛a点について追求した〇その項目 

は次の3点である。

t ボット鉢付苗の水分および肥料分•流亡に明する邮杳(支場構内苗畑)
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